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令和５年４月１０日

学校便り 第 １ 号

＜本気・元気・根気＞ あきる野市立西中学校
文責 校長 曽我 有二

今年度の目標を決めて～本気で元気よく根気よく取組もう～
いよいよ令和５年度が始まりました。今年は、予定通りに７日に入学式を挙行することができました。しかし

ながら、一部のご来賓が出席しない中、保護者の方も各ご家庭２名のみ参加という状況で開催させていただきま
した。新型コロナウイルス感染症の流行が終息しつつありますが、油断せず手洗いや手指消毒、うがい等学校生
活やご家庭でも予防活動にご理解ご協力の程お願いいたします。
さて、生徒の皆さん、どんな状況でも新年度は始まり、時は同じように過ぎていきます。入学や進級は、前年

度までの活動が活かされ、ステップアップしてそれぞれの新学年が始まっていきます。ぜひ、今年度の目標を立
て、それをどのように実現させていくか自分なりに決めてください。そして、目標実現に向けて、本校の教育目
標にあるように、本気で元気に根気よく取り組んでください。さらに、その気持ちを１年間忘れずに頑張りまし
ょう。頑張る生徒の皆さんを西中の全教職員は、全力でバックアップしていきます。何でも相談してください。
入学式に校長が行った式辞を紹介します。新入生は、分からないことや、戸惑いが多いと思います。そんな新

入生を見かけたら、先輩がやさしく助言してください。よろしくお願いします。

令和五年度 第四十五回入学式 式辞
流行もだいぶ落ち着いてきましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、規模を一部縮小し

て第四十五回入学式を挙行させていただくことになりました。そうした中、あきる野市教育委員会指導担当部長
三品孝之 様をはじめ、市議会議員の方々、学校評議員の方々のご臨席と、保護者の方々にご列席してい

ただき、誠にありがとうございます。
さて、新入生の皆さん、入学おめでとうございます。今日から皆さんは、西中学校の生徒となりました。西

中の新しい制服に身を包んだ今の気持ちはいかがですか。私は、皆さんは磨けば光るダイヤモンドの原石と思
っています。地球で一番硬いダイヤモンドを磨くには、ダイヤモンドでしか磨けません。君たちを磨いてくれる
ダイヤモンドは、先輩や同級生、先生方、保護者地域の方々です。三年間でピカピカに輝いてください。そう
いう皆さんに、校長から三つお願いがあります。
一つ目は、一生懸命学習すること。一時間一時間の授業を大切に、予習復習も心がけてください。入学した

ばかりでこんなことを言うのは申し訳ありませんが、三年後は、次の進む道を自分でつかまなければなりませ
ん。それには、日々の学習は欠かせません。三年間は、とても短いです。
二つ目は、「思いやる心」を持って日々過ごしてください。校庭に「育てよう思いやる心」と刻まれた記念碑

があります。西中生徒が大切にしていることです。「恕」の心です。「自分がされていやなことは、人にはしな
い」と約束してください。いじめは絶対に許しません。これは、世界平和にも繋がる考えです。
最後に、三年間、保健体育の授業や部活動等で、体を鍛え、体力をつけてください。新型コロナウイルス等

弾き飛ばすほどの体力をつけてください。この三つを、西中の教育目標にあるように本気で元気よく根気よくや
り続けてください。期待しています。
そしてもう一つ言っておきますが、君たちはこれからが新たなスタートです。自分と未来は変えることができ

ます。ピカピカに輝く君たちのために、何か困ったことがあったら、遠慮しないで先生方に相談してください。
先生方や、先輩は、君たちを全力でサポートします。素晴らしい未来と自分を築き上げていきましょう。
保護者の皆様、お子様のご入学おめでとうございます。皆様にとってかけがえのないお子様を本日確かにお

預かりいたします。教職員一同持てる力の全てをお子様の教育に傾注してまいります。
しかしながら、学校だけでお子様を育てて行くには限りがあります。学校と保護者の皆様、地域の方々、教

育委員会をはじめとする関係諸機関の方々と共に手を取り連携、協力して三位一体となってお子様を育てていく
ことが大切であると考えます。どうか、本校の教育活動にご理解とご協力とご支援をいただき、今後共、お力
添えを賜りますよう改めて深くお願い申し上げます。 これをもちまして、私の式辞といたします。

令和五年四月七日
あきる野市立西中学校長 曽我 有二

※新入生及び保護者の方へのお詫び※
入学式の開式の時間が入学通知書に午前 10時からと記載されていましたが、新入生保護者

説明会や後日小学校で配布させていただきました案内の 9時 30分が正しいものでした。
訂正のご連絡を夜分にお電話させていただきました。誠に申し訳ありませんでした。深く

お詫び申し上げます。今後このようなことがないように、心掛けて参ります。


